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取組の概要

取組の成果体制図

蔵王農泊振興協議会

○蔵王連峰や温泉などの観光資源に加え、陶芸体験や観光農園などの体験コンテンツを充実させ、空き家を活用した宿
泊、地域食材を使った食とパッケージとして「農泊」を提供することで関係人口・交流人口の増加を図る。さらに、
宿泊施設にWi‐Fi環境を整備し、テレワークやワーケーションを促進。

基本情報

●所在地:宮城県蔵王町
●選定表彰:
・第８回「ディスカバー農山漁村の宝」(R3)
●日本版「アルベルゴ・ディフーゾ」認証
●主力商品・イベント:
・農泊

観光・体験コンテンツ
宿泊（空き家の活用、Wi‐Fi整備）
食（農家レストラン、地域食材を使った

弁当、ケータリング）
●活用した支援施策:
・農山漁村振興交付金（農泊推進対策）

○陶芸体験等、地域の文化・歴史に触れることのできる新たな体験コンテンツの導入、地
域の食材を使った新メニュー開発ワークショップの実施など、観光資源を充実。

○コロナ以降はワーケーション、マイクロツーリズム等の新たなターゲットに切り替え、
コロナ前よりも観光客が増加。

○廃温泉や木材等の再生可能エネルギーの活用や農福連携にも取り組む。
○宿泊施設等においては障害者や高齢者等、社会的マイノリティを積極的に登用。

○農泊関連売上:500万円（H30）→3億2千万円（R3）→5億円(R4)
R4内訳 宿泊・食事等4億円、宿泊者物件購入金額1億円

○宿泊者数:695人（H30）→3万8千人（R3）→4万2千人（R4）
○新規雇用者数:18人（R3）20人（R4）
〇農泊振興協議会が関わる移住相談件数 150人（R4）
〇農泊振興協議会が関わる移住者数 18組（R4）

ウェブサイト https://zao‐nouhaku.jp/

空き家を改修した宿泊施設

地域資源:文化・歴史、観光地、農林水産物、空き家、荒廃農地
事業分野:食品、観光・旅行、福祉、エネルギー、情報通信
事業主体:地域協議会

体験コンテンツ（陶芸体験）ワーケーションにも対応

蔵王農泊振興協議会

事務局
（中核団体）

宿泊
部門

農業の商品化・
ブランド化関連

体験プロ
グラム関連 その他

・株式会社
ガイア

・NPO法人
蔵王町
協議会
・株式会社
ガイア

・蔵王夢づくりの会
・農事組合法人蔵王
わくわくファーム

・蔵王福祉の森構想
委員会

・蔵王移住相談室
・蔵王夢づくりの会
・農業組合法人蔵王
わくわくファーム

・蔵王町

事例
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この情報は令和5年3月時点のものです 6
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